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第 1 編は緒論で，第 2 編 lとは本研究の主体となる各種形状の誘電体測定に関する研究について述
べ，第 3 編では誘電体測定に付随する諸問題についての理論的研究をまとめである。
第 1 編第 1 章においては本研究を始めた動機について述べ，第 2 章においては本研究の目的がマイ
クロ波領域での誘電体測定に関する研究にある乙とを明示し，第 3 章においては従来より行なわれて
きたとの分野での誘電体測定法の研究概要を述べ，本研究との関連性について論じている。




























よく一致することを確めると共に， ミリ波イ;;;でのテフロンの 200C および 300C 付近での転移現象を
明らかにしている。
第 3 編は誘電体の測定に関述する諸問題と題して誘電体測定に付随して生ずる問題についての研究
成果をまとめたものである。第 1 章では周波数変化法で得られる共振器のQ曲線と，その Q曲線を微
分回路 lとより微分して得られる微分曲線との関係を理論的に検討した結果をまとめたものである。す
なわちクライストロンの発振周波数の変化に同期して時間軸掃引されている 2 現象観測装置のそれぞ
れの入力に加えられる Q曲線とその微分曲線とがブラウン管上でどのような位置関係にあるかを理論
的に明らかにしたもので， Q曲線と，その Qが変った場合の微分曲線との関係，クライストロンの出
力が周波数に対して一定とみなされない場合にQ曲線とその微分曲線がブラウン竹上でどのような位
置関係になるかなどについて数値的に明らかにしている。第 2 章は方形導波管内に部分的に誘電体を
挿入した場合の管内波長が，その挿入量によってどのように変化するかを数値的に明らかにしたもの
で，これは次章で述べる傾斜導波管の反射を検討するための基礎資料となるものである。
第 3 章はで誘電体を内装した傾斜導波管について解析し，誘電体の内装の仕方によって反射係数が
どのように変るか数値的に検討し，異なった断面をもっ方形導波管の接続問題についてのー解決策を
与えている。
最後に本論文の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，球状，円柱状，板状および薄膜状の誘電体のマイクロ波領域における測定法について，
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従来の方法に多くの改良を加えるとともに，数種の新らしい測定法を提案してその実用性を確認して
いる。
以上のように本論文はマイクロ波領域における誘電体の測定技術の発展に寄与するところが大き
し博士論文として価値あるものと認める。
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